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参加してみて感じたメリット

次の研究につながる

新たなプロジェクトにも声がかかる

◆世界最前線の研究者とのネットワークができる

◆世界最高峰の研究を行っているプレゼンスを示せる

◆世界の研究動向の最新情報が得られる

◆欧州の知見、研究姿勢、ノウハウが得られる

◆視野が広がり、新たな課題、研究テーマが見つかる

◆研究室が国際化され若手研究者の育成ができる

◆国外での実証の機会が得られる
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機関名 国

プロジェクト
数

1フランス国立科学研究センター フランス 1,868

2フラウンホーファー研究機構 ドイツ 1,102
3スペイン高等学術研究院 スペイン 882

4フランス原子力・代替エネルギー庁 フランス 779

5イタリア国立研究評議会 イタリア 774

6ケンブリッジ大学 英国 755

7オクスフォード大学 英国 716

8コペンハーゲン大学 デンマーク 692

9ルーヴェン・カトリック大学 ベルギー 667

10マックス・プランク学術振興協会 ドイツ 662

カリフォルニア大学 アメリカ 214
スタンフォード大学 アメリカ 87
ハーバード大学 アメリカ 82
マサチューセッツ工科大学 アメリカ 74

参加機関 トップ10

その他EU以外参加機関例

参加機関数
41,252

Horizon 2020への参加
2022年4月20日現在

※NICT,総務省の共同公募は含まず
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（出典）文部科学省 科学技術・学術政策研究所、科学技術指標2021、調査資料-311、2021年8月

国別科学技術論文数および被引用論文数

EUは論文数も被引用論文数も多く、質が高い論文を量産していると言える。
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参加要件

EU加盟国1機関 ＋ EU加盟国/アソシエイト加盟国（AC）２機関

最低3か国3機関

1つのプロジェクトに多様な参加者

参加機関タイプも様々
（大学、研究機関、企業、その他）
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参加国 プロジェクト数

1 ドイツ 20,592
2 スペイン 18,811
3 英国 17,316
4 イタリア 17,031
5 フランス 17,018
6 オランダ 11,015
7 ベルギー 8,432
8 ギリシャ 5,457
9 スウェーデン 5,170
10 スイス 5,129
19 アメリカ 2,026
32 中国 604
35 カナダ 468
37 オーストラリア 358
43 日本 220

参加国数
176か国

Horizon 2020への参加
2022年4月20日現在

※NICT,総務省の共同公募は含まず
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多様な参加者の必要性

• 世界中の研究者に集まってもらったほうがより良い研究結果が得られる
• 日本の技術力だけでは困難だった開発に道を拓いた
• 国外での実証の機会が得られる

多様な参加者の知見

• 日本独自の知見とヨーロッパ各地の知見を融合し研究を進められる
• 日欧共同で研究を進めることで、自然に欧州の動向をつかむことができる
• 様々なパートナーと協力して研究できる

◆欧州の専門家の意見を聞くことで方針を変更し、研究開発できた
◆世界の研究動向の最新情報が得られるので、進む方向を見誤らない
◆新しいアイデアが見つかる可能性がある
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ネットワーク ： 一生の財産
海外の研究者は幅広くネットワークを築き、共著で多くの論文を書いている

• かねてからお話してみたかった研究者と知り合うことができた

• これまで知り合うことのなかった異なる分野の研究者とネットワークを築
けた

• プロジェクトを通して知り合った研究者から新たなプロジェクトに声をかけ
ていただく機会もできた

研究室への影響

• 研究室が強制的に国際化され、学生たちが海外の人と向き合うことへの
苦手意識を克服しつつある。

• 若い研究者同士が十分なコミュニケーションを持つことで、課題を見つけ
て新たなアイデアが生まれる

• 若い研究者が交流すると、実験のノウハウが蓄積し、互いに学べることも
多く、研究テーマが広がる

次の研究につながる

新たなプロジェクトにも声がかかる
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日本からの参加事例

関西学院大学（JST共同公募）
筑波大学（MSCA Staff Exchange）
北海道大学（一般参加方法）

高エネルギー加速器研究機構、九州大学、九州工業大学、農業・食品産業技術総合研究機構、国立天文台（Staff Exchange）

参加事例の紹介はNCPサイトよりご覧いただけますhttps://www.ncp-japan.jp/casestudy-2/

https://www.ncp-japan.jp/casestudy-2/
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プログラムの構造
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研究領域の階層
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研究領域の階層

Work 
Programme

Destination
（大分類）

Call
（中分類）

Topic
（小分類）

いつ、どのようなテーマが、どんな規模で公募されるかが発表される
（2年毎）
例：
Work Programme 2021-2022
6. Civil Security for Society

例：
DESTINATION – Disaster-Resilient Society for Europe 

例 :
HORIZON-CL3-2022-DRS-01-07: Improved international cooperation 
addressing first responder capability gaps

例：
Call - Disaster-Resilient Society 2022
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Funding & Tenders ポータルサイト
https://ec.europa.eu/info/funding-tenders/opportunities/portal/screen/home

Horizon Europeをクリック

https://ec.europa.eu/info/funding-tenders/opportunities/portal/screen/home


研究領域・プログラムの構造
から検索 13

こちらをクリック

次の画面でもキー
ワード、プログラム等

検索条件が指定でき
ます。キーワード検索



検索結果

該当件数

フィルターで絞り込
みます
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締め切りを選択
現在またはこれから応募可能な公募情報を探す場合はClosedの
チェックを外す。
過去の公募情報を検索する場合はClosedのみにチェックを入れる。

研究領域・プログラムの構造から検索する場合
次のスライドを参照。

ワークプログラムに記載の公募IDから検索する
場合
海外からお誘いがあったなどでIDが分かっている場合、またはワーク
プログラムから参加したい公募をすでに見つけられている場合は、
こちらが便利です。
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Programme Partは、P.2 のプログ
ラムの構造に一致しています。
複数選択可能
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Destination 
左上のProgramme Part を選択す
ると、それに紐づいている
Destinationが表示されます

右側の検索結果画面の各
表題をクリックすると、各公
募の詳細がご覧いただけ
ます
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トピックの概要、課題等

Topic IDをメモしておくと、後日同じ公募詳細
をもう一度見たい際、検索に便利です
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条件、評価及び関連書類など

この公募に応募を検討しており、パートナー
を探している機関が見られます
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パートナーを探している機関の概要情報だけでなく、
これまでに参加したHorizon、前身となるFP7への参加状況の詳細（参加した際の

役割、パートナーを組んだ国、プロジェクトの詳細等）がご覧いただけるようにな
りました。
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Horizon Europeが選択されている状態で、上のメニューバーをクリックすると、
Horizon Europeに関する参考資料やマニュアルがご覧いただけます。

ワークプログラム、プログラム
ガイド、各種提出書類フォー
マットなどがご覧いただけます

オンラインマニュアル、FAQなど
がご覧いただけます。
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注意点

◆検索方法により該当件数が変わることがあります。

キーワード検索より、研究領域・プログラムの構造からの検索をお勧
めします。

以前、検索した次の日再度同じキーワードで検索したら、結果が変わったこと
がありました。

◆サイトのアップデートにより、操作画面や方法が変更される場合があ
ります。



ご清聴 ありがとうございました。
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2022.5.19
Horizon Europeウェビナー（基礎コース）


